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会社概要

会社名 ⽇本電池再⽣株式会社

代表者 川邉 剛（代表取締役）

業務内容 鉛電池の再⽣業務・鉛電池添加剤販売等

設⽴ 2013年２⽉

資本⾦ 10,000,000円

所在地
本社︓神奈川県⾜柄下郡箱根町芦之湯86－31
東京オフィス︓東京都新宿区⻄新宿７丁⽬1番
12号クロスオフィス新宿314号室

代表番号 0460-83-6615

沿⾰

2010年 ⽶国⾮営利法⼈国際技術交流協会
（ITE）⼊会 共同研究開始

2013年 2⽉ ⽇本電池再⽣設⽴
2013年 7⽉ 新宿オフィス開設
2015年10⽉ ITUテレコム SME賞 受賞

現在に⾄る
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スーパーK P型
⾞両SLI（起動）電池⽤

スーパーK A型
動⼒向け電池⽤

《会社概要》 《ITEアクティベータースーパーK®》
⽇本電池再⽣は、鉛電池の延命及び再⽣に使⽤する
活性化剤「スーパーK」（⽇本・⽶国・中国にて特
許取得）の開発・製造及び販売・鉛電池の劣化再⽣
及び延命⽅法に関する技術指導を⾏っております。

本商品の開発は、⼩澤博⼠をリーダーとする、
下記の研究チームにより⾏われました。
【スーパーK研究開発チーム】（）内は開発時

⼩澤 昭弥（元ユニオンカーバイド フェロー
・前東北⼤学教授）

南 繁⾏（⼤阪市⽴⼤学教授）
⼭下 正通（同志社⼤学名誉教授）
佐藤 厚（中部⼤学教授）
菅原 睦郎（⼭形⼤学教授）
⽴花 和宏（⼭形⼤学准教授）
仁科 ⾠夫（⼭形⼤学助教授）
楊⽴（上海交通⼤学教授）

鉛電池活性化剤
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鉛電池再⽣事業の概要

鉛電池再⽣事業は、使えなくなった鉛電池バッテリーを化学処理と電気処理により再⽣し、
⻑期間使⽤できるようにする事業で、

バッテリーコストの削減とCOP21で提唱している、CO2削減を実現することが可能です。

顧客鉛電池
再⽣事業者

再⽣処理 コスト削減

CO2削減
対価(新品購⼊価格の1/３)

⽇本電池再⽣

再⽣技術の
開発・研究

活性化剤販売
技術指導

対価

活性化剤
製造・販売

再⽣依頼

再⽣品の提供

使えなくなった
バッテリー

再⽣品
（初期容量の
８０％以上）
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展⽰のテーマ
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（2015） ブタペスト

• 鉛電池再⽣技術のＩＣＴへの応⽤
• 発展途上国における通信インフラ整備に使⽤する鉛電池
• 家庭で使⽤する⼩規模蓄電システムへの応⽤

（2016） バンコク

・ デジタルディバイド解消への活⽤
・ ⼩規模の発電システムへの応⽤
・ 電源システム内の電池コストの削減

（2019）
• デジタルディバイドの解消と環境への貢献
• ワイヤレスロガーシステムとスーパーK
• 携帯電話基地局⽤電池への活⽤法
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 各国の⾏政機関の⽅や企業の役員の⽅の来場が多い
 ITUテレコムに参加している企業として判断していただき、はじめから会社の信頼
を得ることができた

 中⼩企業が出展できるチャンスがある事が素晴らしい
 思い切って参加してとてもよかった

出展して感じたこと
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 展⽰会に参加する事により、すぐにビジネスに結び付くかどうかは定かではあり
ません。

 しかし、ITU関係者との関わりを持てることが企業としての資産になると感じま
した。

 出展して得たチャンスを、更なるビジネスの発展に活⽤したいと考えております。

まとめ
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